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QA7 外部被ばくと内部被ばくを合計して、介入線量レベルを年間 1 ミリシー

ベルトにするべきではないでしょうか

 基準値の策定においては、介入線量レベルを年間 1 ミリシーベルトと設定していますが、

実際の被ばく線量はこれよりも大幅に小さくなると推計されます。具体的には、これまで

のモニタリング検査の結果を用い、中央値濃度若しくは 90 パーセンタイル値濃度の食品を

全年齢層における国民の平均摂取量で 1 年間摂取したと仮定すると、それぞれ年間 0.043
ミリシーベルト、0.074 ミリシーベルトとなり、年間 1 ミリシーベルトと比較しても極めて

小さなものとなります。このように、内部及び外部を合わせた全被ばく線量における食品

からの寄与は相当低い水準にあり、放射線による健康影響への対応としては、除染を推進

することにより外部被ばく線量を抑えることが重要と考えています。

出典：厚生労働省「食品中の放射性物質に係る基準値の設定に関する Q&A について（平成

24 年 7 月 5 日）」より作成

出典の公開日：2012 年 7 月 5 日

本資料への収録日：2012 年 12 月 27 日

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第4章　食品中の放射性物質 Q&A




